
ギ

野
力
三
氏

来

五
 

元
農
林
大
臣
平
野
力
三
氏
は

農
村
事
情
視
察
の
た
め
去
る
三

日
朝
来
五
、
同
夜
は
市
内
角
は
 

旅
舘
に
一
泊
し
て
大
日
帰
京
し

た
が
、
市
内
名
士
と
の
懇
談
や

揮
竜
で
寸
暇
も
な
い
多
忙
ぶ
り

で
し
た
0
 

（
写真
揮
増
す
る
平
野
氏
）
 

く
ノ

・
、
・
ノ
‘
、
ノ・
、
ノ、
ノ
し
ノ
、
J
し
J、
ノ
、
，ノ・
、
，
ノ‘
、ノ、
 

さ
れ
、
正
常
な
投
票
権
を
持
つ
 
の
者
と
見
ら
れ
る
者
が
半
鐘
を
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市の人口動態 

(4 
（住」 
人百38.685 世帯 6.826 

,出‘ 93 転入 72' 
I 屍邑 31 転出 175 

 

    

共
に
ー
の
F
J
投
票
を
無
効
と
 
り
開
催
じ
ま
す
か
ら
、
全
市
民
 

す
る
旨
の
宜
冒
を
な
し
た
と
伝
 
嵐
集
り
の
上
観
賞
下
さ
る
よ
う
 

え
ら
れ
る
が
、
両
部
落
民
は
正
 
御
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

常
有
権
者
の
九
割
五
分
ま
で
が
 
記
 

投
票
を
完
了
し
て
い
る
の
で
あ
 
五
月
ニ
十
日
 
午
后
七
時
 

る
か
ら
、
た
と
へ
投
票
中
止
の
 
栄

小
学
校
（
栄

地
区
）
 

措
遣
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
既
 
ク
ー
〒
一
日
 
ク
 

投
票
は
有
効
と
見
な
さ
る
べ
き
 
長
橋
中
学
校

（
長橋
地
区
）
 

で
あ
る
と
し
て
と
う
票
箱
仮
処
 
ク
二
十
ニ
日
 

ク
 

分
の
申
請
を
行
う
外
、
県
選
管
 
松

島
中
学
校

（
松
島
地
区
）
 

に
対
し
、
鶴
田
町
に
対
し

こ
れ
 
ク
ー
ー
十三
日
 
ク
 

を
有
効
と
認
め
る
よ
う
指
示
さ
 
飯
詰
中

学
校

（
飯
詰
地
区
）
 

れ
た
い
と
の
陳
情
を
行
う
事
に
 
ク
ー
ー
十四
日
 
ク
 

な
つ
た

o
な
お
こ
の
日
近
く
住
 
中
川
中

学
校
（
中
川
地
区
）
 

民
投
票
が
行
わ
れ
る
金
木
町
長
 
ク
」
十
五
日
 

ク
 

富
部
落
の
人

A
も
貸
切
パ

ス
で
 
三
好

4
1学
校

（
三
好
地
区
）
 

状
況
見
学
を
し
た
。
 

ク
ーー
十
大
日
 
ぐ
 

‘
こー
ー
ー
！
i
三
・
 
，

毘
沙
門
小
学
校
（
毘
沙
門
地
区
）
 

・
・
【
」●ー
 
●
 
ト
？
 
〉
一
一
十

I七
日
 

ク
 

I

‘
ー
 ‘
、
 ノ
．ノ
J
ー
 

三
‘り
Hリ〉
式
入（コ
《
、
｛

且
一
 

梅
田
中
泉
の
住
民
投
票
が
何

故
中
止
さ
れ
る
に
至
つ
た
か

ー
 

ニ
の
日
五
月
に
は
珍
ら
し
い
朝

晴
れ
の
よ
い
日
で
、
普
通
で
あ

れ
ば
絶
好
の
投
票
日
和
と
い
う

事
が
出
来
た
。
し
か
し
投
票
場

と
な
る
梅
沢
中
学
校
の
周
囲
を

包
む
空
気
は
非
常
に
検
悪
な
も

の
で
、
投
票
所
前
面
の
校
鵬
に

は
未
明
五
時
既
に
鶴
田
町
か
ら

送
り
込
ま
れ
た
と
見
ら
Jれ
る
労
 

働
者
風
の
四
百
名
程
が
、
何
れ
 
つ
く
も
の
で
、

こ
れ
程
の
武
装

も
頬
冠
り
や
鉢
巻
姿
で
待
機
し
 
警
官
が
配
置
さ
れ
し
か
も
警
察

こ
の
周
囲
に
は
武
装
し
た
警
官
 
本
部
長
が
直
接
指
揮
を
ふ
る
つ

隊
が
配
置
さ
れ
、
し
か
も
時
が
 
た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
の
歴

経
つ
程
に
青
森
、
弘
前
、
木
造
 
史
に
い
ま
だ
か
つ
て
見
な
か
つ

方
面
か
ら
続

A
武
装
瞥
官
隊
が

‘
た
事だ
ろ
う
。
 

α
裂
護

『
鰭
響
遺

一鯛
即
騒
の
鬼気
 

学
通
り
蟻
の
這
い
ぬ
窃
隙
も
な
 

一
方
分
村
賛
成
派
の
住
民
も

い
警
備
振
り
、
恐
ら
く
こ
の
種
 
投
栗
所
付
近
に
本
部
を
設
け
て

住
民
投
票
は
勿
論
投
票
と
名
の
 
投
票
に
の
ぞ
む

態
度
に
つ
い
て
 

投
票
開
始
の
直
前
ま
で
密
議
を

こ
ら
し
血
気
の
青
年
は
行
動
隊

を
綱
成
し
て
鶴
田
町
の
暴
挙
に

実
力
を
も
つ
て
対
抗
す
る
方
法

を
講
ず
る
な
ど
、
正
に
殺
気
み

な
ぎ
り
一
触
即
発
の
空
気
が
充

満
し
て
い
た

c
投
票
所
前
面
の

校
庭
に
は
鶴
田
町
の
 
「一
時
住

民
」
よ
り
数
は
少
い
が
屈
強
の

者
を
選
抜
し
て
そ
の
片
側
に
配

置
し
、
 
一
時
住
民
の
動
き
と
町

選
管
の
抜
打
投
票
を
監
視
す
る

と
い
う

ニ
段
構
え
の
策
戦
で

の

ぞ
み
、
か
く
て
午
前
大
時
県
選

管
委
の
委
負
と
事
務
局
長
が
オ

プ
ザ
ー
パ

1
と
し
て
投
票
所
に

姿
を
見
せ
る
中
に
投
票
が
開
始
 

両
部
落
民
か
ら
投
票
が
行
わ
れ

た
o
 

逮

い
に

飢
闘

の
場
 

両
部
落
民
は

一
時
住
民
と
の

区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
、
胸

に
「
梅
」
 
「
中」
の
標
識
を
つ

け
、
婦
人
老
病
者
を
先
き
に
午

後
五
時
ま
で
に
両
部
落
の
正

常

有
権
者

一
千
四
十
四
名
の
中
分

村
賛
成
の
九
百
十
二
票
が
投
票

し
、
な
お
残
余
の
分
村
賛
成
四

十
余
票
と
、
 一
時
住
民
四
百
余

票

（
これ
が
投
ぜ
ら
れ
、
ば
分

村
不
成
立
と
な
る
）
を
暫
ら
く

休
止
の
後
投
票
再
開
に
よ
ザ
こ

れ
を
誘
導
せ
ん
と
し
た
、
め
．
 

正
義
の
血
に
燃
え
る
青
年
行
動

隊
が
殺
倒
こ
れ
を
阻
止
せ
ん
と

し
て
乱
闘
と
な
り
、
更
ら
に
校

庭
の
周
囲
に
成
行
を
見
守
つ
て

い
た
部
落
民
も
参
加
し
て
収
拾

す
べ
か
ら
ざ
る
修
羅
場
を
現
出

警
備
の
全
警
官
が
こ
れ
に
投
入

し
て
亭
態
収
拾
に
努
め
ん
と
し

た
が
、
容
易
に
収
ま
る
槙
様
が

な
く
、
か
く
す
る
中
鶴
田
町
側
 

乱
打
し
た
た
め
鶴
田
消
防
団
員

数
百
名
が
自
動
車
ポ
ン
ブ
」
工
ロ

と
共
に
掛
動
、
こ
れ
を
聞
い
て

栄
附
近
に
警
備
の
た
め
集
詰
中

の
五
所
川
原
消
防
団
員
と
自
動

車
ポ

ン
プ
も
出
動
し
た
、
め
，
 

事
態
は
】
層
悪
化
し
名
状
し
難

い
も
の
と
な
つ
た
。
し
か
し
警

察
側
必
至
の
努
力
に
よ
り
午
後

五
時
四
十
分
漸
く
鎮
静
し
、
末

投
票
者
全
部
を
校
庭
外
に
退
去

さ
せ
る
と
共
に
、
町
選
管
に
対

し
投
票
の
続
行
不
能
を
理
由
と

し
て
投
票
の
中
止
を
要
請
す
る

に
至
つ
た
。
 

投
票
の

有

効

主

張

鶴
田
町
選
管
は
投
票
中
止
と
 

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
，
 

市
民
の
皆
様
よ
り
格
別
の
御
協

力
を
賜
り
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
 

受
入
を

可
決
 

可
決
閉
会
、
続
い
て
全
員
協
議

会
を
開
き
、
支
所
の
統
廃
合
問

題
に
つ
い
て
協
議
散
会

L
ま
し

た
。
 

長
富
の

住
民
投
票
 

ニ
十

二
日
と

決
る
 

金
木
町
の
長
富
分
村
に
関
す

る
住
民
と
う
票
は
五
月
一
一
十一
一

日
行
う
事
と
な
り
、
十
一
一
日告

示
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
昭
和
三
十

一
年
度

市
税
完
納
者
約

一
一
千九
百
名
の

表
彰
賦
及
び
浪
曲
映
画
に
よ
る

感
謝
慰
安
大
会
を
左
記
の
と
お
 

五
所
川
原
公
民
舘
 

（
五
所
川
原
地
区
）
 

金
木
町
と
懇
談
 

住
民
投

票

問
題

で
 

二
十
一
一
日
行わ
れ
る
長
富
の

分
村
投
票
を
前
に
、
無
益
な
争

い
は
や
め
よ
う
と
五
所
川
原
市

か
ら
金
木
町
に
対
し
、
両
市
町

首
脳
の
懇
談
会
開
催
を
申
入
れ

た
と
こ
ろ
、
金
木
町
で
も
こ
れ

を
了
承
し
、
来
る
十
九
日
午
后

一
時
か
ら
市
議
会
議
事
堂
で
市

側
外
崎
市
長
、
仙
庭
議
長
、
金

木
町
花
田
町
長
、
中
村
議
長
の

四
者
が
出
席
、
お
互
に
腹
を
割

つ
て
の
話
合
い
で
住
民
投
票
の

円
滑
化
を
推
進
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
今
後
行
わ
れ

る
住
民
投
票
「

ー
ッ
の
在
り
方

を
示
す
ケ

1
ス
と
し
て
注
月
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
し
よ
う
 

鶴
田
町
梅
田

・
中
泉
両
部
落
の
分
村
住
民
投
票
は
、
 

九
日
午
前
七
時
か
ら
梅
沢
中
学
校
で
行
わ
れ
た
が
、
投

票
終
了
の
午
後
大
時
三
分
前
に
至
り
、
鶴
田
町
選
管
よ

り
「
投
票
中
止
」
の
発
表
と
共
に
、
投
票
洩
れ
の
分
村

賛
成
派
四
十
余
票
と
、
鶴
田
町
側
が
狩
り
集
め
た
と
見

ら
れ
る
一
時
住
民
四
百
余
票
を
残
し
、
待
機
す
る
三
百

五
十
名
の
警
察
官
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
末
投
票
者
の
退
去

が
命
ぜ
ら
れ
、
完
全
な
る
住
民
の
意
志
の
発
表
が
行
わ

れ
た
「
投
票
の
効
力
」
が
末
決
定
の
ま
、
、
投
県
箱
は
 

投
票
が

中
止
さ
れ
る

ま
で
 

投
票
が

有
効

か
無
効
か

に
疑
義
 

梅
田

●
中
泉
の
悲

願
成
ら

ず

ノ
 

投
票
途
い
に
中
止
 

雨
部
落

民
投
票
有
効
さ
け
ぶ
 

鶴
田
町
選
管
の
手
に
よ
つ
て
鶴
田
町
役
場
に
運
び
去
ら

れ
た
、
五
所
川
原
市

へ
の
合
併
を
悲
願
と
す
る
梅
田
・

中
泉
両
部
落
民
は
、
当
時
の
状
況
が
果
た
し
て
投
票
終

了
の
午
後
大
時
三
分
前
に
中
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か

つ
た
か
ど
う
か
に
疑
問
を
持
ち
、
鶴
田
町
選
管
の
取
つ

た
態
度
を
、
法
の
盲
点
を
最
大
限
に
悪
用
し
た
も
の
と

し
て
非
難
し
、
既
投
票
の
有
効
を
叫

ん
で
こ
れ
が
対
策

を
練

つ
て
い
る
。
 

浪

曲

映

画
で

慰

安
 

市

税

完

納
表
彰

式
 

五
所
川
原
市
臨
時
議
会
は

一
一
 
外
崎
市

長
上
京
 

十
七
日
午
前
十

一
時
開
会
、
昭
 
外
崎
市

長
は
全
国
新
市
々
長

和
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
三
十
 
会
議
出
席
か
た
？
一
 
中
央
諸
官

一
年
三
月
末
自
ま

で
の
財
政
説
 
庁
と
の
折
衝
要
務
を
帯
び
九
日

明
が
あ
つ
た
後
、
金
木
町
長
富
 
夜
上
京
し
ま
し
た
二
十
日
頃
帰

部
落
の
分
村
受
入
を
満
場
一
致
 
庁
の
予
定
で
す
。
 

甘
 

●

h
J
 

月
 

●

h
J
 

年
 

h《
り
 

和
 

贈
 

報
 

慶
 

市
 

原
 

．川所
 

五
 



号
 

第
 

報
 

慶
 

市
 

噴
 

餅
 

査
 

甘
 

●

、
〕
  

ー
 

昭和 31 年 5 月 

婦
暴
」」
市政
を
 

外
崎
市
長
 
市
民

の
協
力

熱
望
 

、
線
融
農
駐
難
い
器
暮
器
縫
細割
 

着

A
と
し
て
そ
の
地
歩
を
固
め
 
西
北
一
一
十四
万
人
口
の
中
心
都
 

「市
長
に
手
紙
を
出

す
」
運
動
 

市
民
と
一
緒の
市
政
を実
現
 

、
 

置
所
川
原
市
が
市
制
を
布
い
て
か
ら
四
月
を
も
つ
て
丁
度

一
年
七
ケ
月
に
な
り
主
す
。
 

市
制
施
行
当
時
の
さ
く
漠
と
し
た
街
八
ふ
ん
囲
気
か
ち
見
る
と
、
形
の
あ
る
も
の
総
て
に

生
気
が
溢
れ
、
人
心
も
漸
く
落
付
き
を
見
せ
て
、
都
市
と
し
て
の
形
態
が
整

つ
て
来
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
市
政
も
又
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
カ
に
よ
つ
て
軌
道
に
乗
り
、
上
水

道
の
轄
備
、
消
防
カ
の
強
化
、
公
営
住
宅
の
充
央
を
初
め
、
外
廓
に
あ

つ
て
は
裁
判
所
支

部
、
法
務
局
の
両
庁
食
電
々
局

々
舎
の
新
築
等
、
新
輿
都
市
に
相
応
し
い
建
築
物
が
続
 

A
と
し
て
建
設
又
は
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
、
近
く
は
又
五
所
川
原
駅
ホ
ー
ム
の
上
屋
架
設

が
行
わ
れ
る
予
定
等
、輪
か
ん
の
美
を
競
う
日
‘
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
五
所
川
原
市

と
し
て
は
、
決
し
て
こ
の
程
度
の
も
の
で
満
足
す
ろ
わ
け
に
は
行
き

ま
せ
ん
、
寧
ろ
こ
れ

か
ら
こ
そ
が
大
切
で
、
な
お
成
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
 こ

れ
を
達
成
す
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
カ
が
た
け
わ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
、

市
で
は
過
去

の
施
政
を
反
省
し
つ
、
、
更
ら
に
前
進
の
態
勢
を
整

・プ
る
ぺ
く
、
各
機
関
毎
に
問
題

の
細

部
に
わ
た
つ
て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
市
民
の
忌
慨
な
い
意
見
も
聴
き
、
 

市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
五
月
三
十
目
ま
で
を
「
市
長
に
手
紙
を
出
す

期
間
」
 と
し
、
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
求
め
る
こ
ン
に
し
主
L
た
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
御
意
見
に
対
し
て
は
誠
意
を
も
つ
て
十
分
検
対
し
、
取
り
上
げ
る
べ
き
は
取
り
上
げ
 

「
皆
さ
ん
の
市
政
」
の
実
を
あ
げ
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
r
 六
月
中
の
広
報
は
皆
さ
ん
の

御
意
見
の
特
集
号
と
し
て
、
市
の
理
事
者
の
意
見
を
添
え
、
全
部
の
市
民
の
方
に
読
ん
で

い
た

y
く
つ
も
り
で
す
か
ら
、
ど
5
ぞ
御
遠
慮
な
く
、
御
意
見

の
あ
る
と
こ
ろ
を
ど
し
ど

し
市
長
宛
に
御
寄
せ
下
さ
い
。
な
お
投
書
は
封
書
と
し
住
所
、
姓
名
、
年
令
、
職
業
を
明

記
し
、
表
記
に

「
市
長
に
対
す
る
意
見
」
 
と
朱書
し
て
下
さ
い
。
 

、ー 	一 一 

住民登録人口数 昭和 1-鍵習潟現正 

三
月
末
日
現
在
 

ム
口
 
計
 

毘
沙
門
出
張
所
 

飯
 
詰
 
支
 所
 

松
 
島
 支
 
所
 

長
 
橋
 
支
 
所
 

三
 
好
 支
 
所
 

中
 
川
 
支
所
 

栄
 

支
 

所
 

五
所
川
原
本
所
 

区
 

分
 

三
入
、
五
七
一
 

三
八
‘
大
八
五
 

一
、
一
七
一
一
 

九
三

一
 

四
J
九
一
五
 

ニ
。
五
 

三
、
五
〇
四
 

五
九
五
  

」
二
」
二
一
七
 

四
三
大
 

人
 

口
 

九
九
八
 

0
五
0
  

五
八
五
 

一
、九
三
五
 

一
一
、一
一
三八
  

」
、
一
」
四
 

一
、七
七
五
 

一
、八
0
七
 

一
、大
五
大
 

大
  、
九
三
0
  

男
  

一
汎
、
五
七
三
 

一
九
、大
三
五
 

五
八
七
 

一
、九
九
大
  

「
、
「
七
七
  

」
、〇
八

一
 

一
、七
一
一
九
 

一
、七
八
八
  

】
、大
七

一
 

七
、
五
〇
大
 

女
  

大
、
七
九
大
 

大
、
八
」
大
 

一
七
四
 

大
八
八
 

七
0
五
 

大
九
八
 

五
ニ
一
 

五
五
三
 
五

三
大
  

」
、九
五

一
 

世
 
帯
 
数
 

市
と
し
て
の
形
態
を
整
え
て
来
 

叫
 

ま
し
た
。
市
政
の
目
標
と
す
る

即
想
的
田
園
都
市
等
の
建
設
も

全
国
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
の

内
定
を
受
け
、
新
都
有
形
態
の

内
面
的
轄
備
も
そ
の
効
を
現
わ

し
つ
、
あ
り
ま
す
こ
と
も
、
市

民
の
皆
さ
ん

の
御
承
知
の
と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ

の
月
標
に
到
達
す
る
に
は
な
お

道
遠
く
幾
多
の
困
難
が
前
途
に

横
た
わ
つ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

困
難
を
切
り
ひ
ら
く
に
は
、
何

ん
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

御
理
解
と
御
協
力
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
は
冒
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

一
面
私
共
が
過
去

一
年
有
余
の
市
政
の
後
を
振
り

返
つ
て
見
る
時
、
目
漂
の
一
端

が
実
現
さ
れ
た
と
は
言
え
、
そ

の
力
の
足
ら
ざ
る
点
が
沢
山
あ

る
事
に
気
付
く
の
で
あ
り
ま
す

私
共
は
こ

の
事
実
を
反
省
し
つ
 

、
、
更
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

御
鞭
達
を
受
け
、
前
進
し
た
い

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
何
を
考
え
何
を
望

ん
で
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
 

市
政
を
運
ぶ
上
に
最
も
重
要
で

あ
り
、
更
ら
に
こ
れ
が
わ
れ
わ

れ
四
万
市
民
が
熱
望
す
る

ユ
1
 

ト
ビ
ャ
建
設
の
土
台
と
も
な
る
 

よ
い

子

に
贈

物

婦
層（曾
と
母
の
曾
で
 

五
所
川
原
婦
入
会
と
母
の
会

で
は
子
供
の
日
の
去
る
五
日
、
 

五
所
川
原
中
・
小
学
校
及
び
三

ケ
所
の
保
脅
所
の
ョ
イ
子
達
に

花
器

（
中
学
校
）
鏡

（
小学
校
 

）
 
ポー
ル
半
打
宛

（
保
育
所
）
 

の
贈
物
を
し
、
健
康
で
よ
く
学

び
よ
く
遊
ん
で
下
さ
い
と
励
ま

し
ま
し
た
。
 ョ
イ
子
達
は
先
生

か
ら
こ
の
御
話
を
聞
い
て
大
喜

び
。
去
る
十
四
日
公
民
舘
で
開

か
れ
た
「
母
に
感
謝
す
る
」
講

演
会
に
は
、
こ
の
ョ
イ
子
達
も

出
て
「
お
母
さ
ん
よ
有
難
う
」
 

と
、
こ
の
御
礼
も
兼
ね
り
ク
レ
 

ー
シ
●

y
で
慰
め
ま
し
た
。
 

な
お
、
 こ
の
講
演
会
に
は
森
田

キ
●
女
史
等
が
出
席
し
ま
し
た
 

（
写
真
中
学
校
を
訪
問
し
た

一

行
左
か
ら
永
井
か
つ
、
平
山
寿

思
、
関
み
つ
、
小
笠
原
八
千
代

成
田
い
よ
の
皆
さ
ん
）
 

十
 
＋
 

+
 

◇
綜
合
グ
●
ウ
ン
ド
と
 

児
童
小
公
園
の
設
置

ニ
ッ
森
の
総
合
グ
？
ウ
ン
ド

と
元
町
の
児
童
公
園
設
置
に
要

す
る

一
千
百
万
円
の
起
債
は
承

認
さ
れ
え
、
 一
千
五
百
三
十
万

円
の
自
然
公
園
設
置
は
児
童
公

園
設
置
後
、
五
ケ
年
計
画
と
し

て
や
つ
て
は
ど
う
か
と
の
意
向

で
あ
つ
た
が
、
地
元
寄
附
も
済

ん
で
い
る
事
だ
し
、
何
と
か
了

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
懇
請
の

結
果
、
善
処
す
る
と
の
確
約
を

得
た
。
ま
た
三
十

一
年
度
の
上

水
道
継
続
事
業
の
指
導
と
援
助

に
つ
い
て
 

」
請
し
て
来
た
。
 

●

A
ぎ
」
 

◇
地
万
公
務
員
の
兼
職
問
題
 

地
方
公
務
員
と
農
業
委
員
の

兼
職
問
題
で
は
、
自
治
庁
の
見

解
と
し
て
給
与
上
の
問
題
で
法

律
士
若
干
の
疑
議
は
あ
る
が
、
 

特
別
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
条
項

が
法
令
に
定
め
て
い
な
い
か
ら

差
支
な
い
と
い
う
事
で
あ
つ
た
 

一
 
公
益
質
屋
の
起
債
に
つ
い
て
 

三
十

一
年
度
の
公
益
質
屋
起
債

額
を
厚
生
省
は
三
億
円
と
予
定

し
て
い
る
が
、
自
治
庁
が
こ
の

中
の

一
億
円
位
を
許
可
す
る
も

の
と
見
ら
れ
る
か
ら
県
別
の
起

債
枠
決
定
の
必
要
も
あ
り
、
県

と
打
合
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
事
で
あ
つ
た
。
 

◇
財
政
資
金
の
融
資
に
つ
い
て
 

仙
台
郵
政
局
も
五
所
川
原
市

の
返
済
状
況
で
非
常
に
良
い
の

で
好
感
を
も
つ
《て
居
り
、
四
、
 

五
月
分
の
起
債
申
請
は
早
急
に

行
う
よ
う
に
と
の
好
意
的
指
示

を
受
け
た
。
 

◇
法
務
局
支
局
建
設
問
題
 

建
設
予
算
の
国
会
通
過
を
見

た
か
ら
順
調
に
行
け
ば
五
月
上

句
か
ら
着
工
さ
れ
、
十
月
頃
ま

で
に
完
成
の
予
定
だ
が
、
本
市

の
気
候
上
の
制
約
も
あ
り
、
こ

の
特
異
性
を
認
め
て
早
急
実
施

方
を
東
北
地
方
建
設
局
に
要
請

し
て
来
た
。
 

◇
阿
部
堰
め
改
修
と
旧
市
内
水

路
の
統
廃
会
促
進
に
つ
い
て
 

阿
部
堰
の
改
修
は
関
係
機
関

で
工
事
推
進
の
事
務
的
研
究
を

進
め
七
月
ま
で
に
結
論
を
出
す

予
定
だ
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
国

営
に
す
る
か
県
営
に
す
る
か
、
 

或
は
団
体
党
に
す
る
か
決
定
す

る
と
の
事
で
、
地
元
が
速
急
着

工
を
希
望
す
る
な
ら
団
体
営
が

よ
か
ろ
う
と
東
北
農
地
事
務
局

が
語
つ
て
い
た
。
市
と
し
て
は

真
大
な
工
事
費
を
必
要
と
し
エ

事
も
大
が
、
り
な
も
の
で
あ
る

か
ら
国
営
か
県
営
と
し
、
三
十
 

・

一
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
 

ー
て
行
う
よ
う
陳
情
し
た
」
 

一
 
旧
市内
の
水
路
統
廃
合
は
都

一市
計
画
の
遂
行
上
又
商
業
都
市

一
建
設
の
上
か
ら
重
大
な
障
害
と
 

ー
な
る
の
で
、
早
急
実
施
を
希
望

一
し
農
地
事
務
局
も
こ
わ
を
認
め
 

ー
た
が
、
こ
の
水
路
統
輝
合
は
現
 

「
在
の
十
三
本
の
水
路
を
三
本
に

一
統
合
す
る
関
係
上
、
当
然
水
田

地
帯
の
区
劃
整
理
と
も
関
運
し

て
来
る
の
で
こ
れ
を
積
寒
事
業
 

一
と
し
て
ニ
三
月
の
継
続
事
業
と

一
山
て
や
つ
て
は
ど
う
か
と
の
事

一
電
お
つ
た
。
 

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
政
全

般
に
亘
つ
て
の
建
設
的
な
御
意

見
や
御
希
望
を
ど
し
ノ
、
御
寄

せ
下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
理
解
あ

る
御
助
言
や
建
設
的
御
意
見
は

決
し
て
無
駄
に
す
る
事
な
く
十

分
市
政
rの
上
に
反
映
さ
せ
「
市

民
と
共
に
あ
る
市
政
」
の
実
現

に
ま
い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
 

う
に
語
り
ま
し
た
。
 

◇
水
ケ
沢
開
拓
地
拡
張
問
題
と

営
林
署
貯
木
場
の
払
下
問
題
 

水
ケ
沢
地
区
の
水
利
交
通
が

便
利
で
関
係
機
関
の
会
同
調
査

で
適
地
と
決
定
す
れ
ば
、
近
く

開
か
れ
る
全
国
営
林
局
長
会
議

に
か
け
会
議
す
る
か
ら
地
元
で

早
急
結
論
を
出
し
て
欲
し
い
と
ー
 

り
り
事
な
の
で
、
近
く
県
や
営
一

林
局
を
協
議
し
て
結
論
を
畠
す

一

事
に
な
ろ
う
、
又
養
老
院
敷
地
一

に
予
定
し
て
い
る
金
木
営
林
署

】
 

の
貯
木
場
は
不
要
地
な
の
で
、

一

青
森
営
林
局
か
ら
申
請
が
あ
れ
ー
 

ば
払
下
げ
る
と
い
う
事
で
あ
つ
一
 

‘
ー
 
→

A
◆I
◆
申ー
 
ー
 

一
土
産話
ど
つ
さ
り
一
 

上
京
の
秋
田
助
役
蹄
廃
 

・

秋
田
助
役
は
当
面
の
諸
問
題
に
つ
い
て
東
京
、
仙

台
の
関
係
名
省
庁
と
折
衡
の
た
め
、
長
尾
税
務
課
長

を
伴
い
去
る
四
月
十
七
日
上
京
し
ま
し
た
が
、
沢
山

の
土
産
話
を
持
つ
て
同

一
一
十四
日
帰
庁
し
、
次
の
よ
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さん」 

季
火
災
子
防
期
間
中
、
五
所
川
 

小
野

消
防
署

長
の
話

原
市
で
は
三
件
の
火
災
が
あ
っ
 

市
民
の
皆
き
ん
の
御
協
力

た
が
、
何
れ
も
ポ
ャ
程
度
の
も
 

で
四
月
は
無
火
災
に
近
い
好
 

の
で
、
無
火
災
に
等
し

い
好
成
 

成
績
で
あ
り
ま
し
た
事
は
ま

績
で
し
た
。
こ
の
予
防
期
間
は
 

こ
と
に
喜
ば
し
い
事
で
す

o
 

五
月
一
杯
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
 

五
月
は
更
ら
に
こ
れ
以
上
の

更
ら
に
無
火
災
を
期
し
て
火
気
 

成
績
を
あ
げ
、
名
実
共
に
火

の
取
扱
に
注
意
し
て
い
た

y
き
 

災
の
な
い
五
所
川
原
市
建
設

か
い
と
消
防
署
で
は
の
ぞ
ん
で
 

に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
御
願
 

J
r

一
 

五
所
川
原
市
社
会
 

五
月
一
杯
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
 

所
で
、
市
内
の
お
父
さ
ん
の
な
 

い
子
供
達
百
五
十
人
を
対
象
に
 

ー

i

ー
一
L
こ

く
 

よ
う
に

o
 

市
内
の
名
士
を
動
員
し
て
第
ニ
，
 
姦

眉

q
悪

虚
 

四
、
そ
の
他
線
路
施
設
を
損
 

」
」ト
」唆
」
」
儒＼
」
 
損
害
を
と
ら
れ
ます
 

・ー
ー
‘
ー
・
 

話
が
あ
つ
た
後
、赤
飯
を
喰
べ
 
鉄
道
線
路を
歩
い
た
り
、線
 

り
メ
孔
，

り
男
 

た
り
お
菓
子
を
喰
ぺ
た
り
映
画
 
路
に
石
を
並
べ
た
り
或
は
其
他
 

Iー

、
‘
マ
．
‘
，・
 
‘
 「
 

を
見
た
り
し
て
、
こ
の
「

一
日
 
の
理由
で
列
車
の
運
行
に
支
障
 

威
‘
謝

Jを
動

お
父
さ
ん
」
達
と
水
入
ら
ず
に
 
を
与
へ
た
場
合
、
国
鉄
で
は
今

ゆ
つ
く
り
一
日
を
愉
快
に
楽
し
 
後
桐
害
を
弁
償
さ
せ
る
事
に
な
 

去
る
四
月
十
「
日
夜
五
所
川

く
過
ご
し
ま
し
た
が
、
当
印

一
 
り
ま
した
の
で
、
国
鉄
五
所
川
 
原
市
錦
町
路
上
で
指
名
犯
人
逮

日
お
父
さ
ん
に
な
つ
て
い
た

y
 原
駅
長
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
 
捕
の
際
重
傷
を
負
つ
た
五
所
川

い
た
の
は
次
ぎ
の
人

A
で
す

9
 次
ぎ
の
事
が
ら
を
守
つ
で
い
た

」原
警
察
署
の
西
巻
刑
事
に
協
力

秋
田
助
役
、
原
商
工
会
議
所
会
 
だ
く
よ
う
に
注
意
し
て
来
ま
し
 
し
、
犯
人
逮
捕
に
功
労
の
あ

つ

頭
、

三
上
同
副
会
頭
、
増
田
病
 
た
。
 

た
市
内
毘
沙
門
杉
山
一
、
杉
山

院
女
長
、
嵯
峨
商
議
所
事
務
局
 
一
、

線
路
に
立
入
り
道
路
の
 
清
一
、
木
村
勝
美
の
三
氏
及
び

長
、
鶴
谷
五
所
川
原
郵
便
局
長
 
ょ
う

に
歩
い
て
列
車
の
運
 
同
月
八
日

コ
そ
泥
の
現
行
犯
逮

元
県
議
秋
田
喜
十
郎
、
菓
子
商
 
転

に
妨
げ
な
ら
な
い
様
に
 
捕
に
協
力
し
た
市
内
姥
落
坂
本

半
沢
順
三
、
民
生
委
員
会
長
棟
 
一

一
、子
供
達
が
線
路
で
遊
ん
 
甚
四
郎
氏
に
対
し
、
四
月
三
十

方
得
一
、
民
生
委
員
村
上
純

一
 
だ
り

い
た
ず
ら
し
な
い
よ
 
日
の
防
犯
協
会
理
事
会
に
於
て

の
各
氏
及
び
小
島
福
祉
事
務
所
 
う

に
。
 

会
長
外
崎
市
長
及
び
藤
田
警
察

長
、
藤
田
同
次
長
。
 

三
、
踏
切
り
を
通
過
の
際
は
 
暑
長
か
ら
感
謝
状
と
金

一
封
を
 

定
め
ら
れ
た
注
意
を
守
る
 
贈
り
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
 

父
 

父
の
な
い

子
達
と

ー
一
 

一
水
入
ら
ず
の
一
日
を
 

．ま
 

福
祉
協
議
会
と
母
子
 

皿

月
よ
子

●
戊
主
貝
 

更
ら
に
無
火
災
を
期
し
て
火
気
 

日
 
福
祉
会
で

は
五
月
十
 
・
 

一
 
，
ー
 の
取
扱
に
注
意
し
て
い
た

y
き
 

一
 
三
日
午

前
九
時
か
ら
 

着
に
火

防
均
贋
 

か
い
と
消
防
署
で
は
の
ぞ
ん
で
 

四
月
は
好
成
績
 

春
の
火

防
期

間
 

し
 
五

所
川
原
商
工
会
議
 

四
月
一
日
か
ら
央

施
中
の
春
 
い
ま
す
。
 

四
月
一
日
か
ら
央

施
中
の
春
 
い
ま
す
。
 

い
し
ま
す
。
 

よ
う
に
。
 

一
 
傷
し

た
り
列
車
の
運
行
を

四
、
そ
の
他
線
路
施
設
を
損
一
 

邪
魔
し
た
り
し
な
い
様
に
 

防
犯
功
労
で
表
彰
 

感
激
を
語
る
雨
杉
山
氏
 

》
ー

‘
、
ー

J
ー
 

‘・
り
 

一
ー

，

，
一

《
，
 

・
 

ー

、
 

そ
れ
な
の
に
こ

D
よ
う
な
享
 
勿
論
氾
罪

D
包
り
易
い
場
所
や
 

，
A
 

ー
ー
 
ト

ー
 

い
感
謝
の
礼
を
む
く
い
ら
れ
季
節

に
は
警
察
側
で
も
特
別
に
 
ー

I
~
Eー
ー
ー
ー
ー
‘
ー
ー
ー
ー
 

て
感
激
で
胸
の
つ
ま
る
よ
う

力
を
入
れ
る
亭
と
し
、
ヌ
少
年
 

巨

I
 
勤
昨
 

α
 

差
心
 
（

匹
月

4
」
 

な
思
い
で
す
。
 こ
れ
か
ら
も
 
犯
罪
防
止
の
た
め
に
は
明
る
く
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

一
酬
坊
氾
こ
協
力
し
て
生
み
 
旧
導
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
 

E
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

舞
鱗
議
範
難
難
灘
舞
舞
難
無
繊
詩
一
一
一
 

両
氏
）
 

月
巾
に
は
第
四
回
県
下
少
年
犯
 
，
、
亡
喜
知
を
、
、
奇
要

E
、
 
佳
髭
ー
潟
賀
谷
ト
マ
 

耳

B
し

こ

l
軍
●
 
地
区

予
選
会
を
開
く
こ

と
を
決
 
し
、
山
崎
由
美
子
、
山
谷
浩
一
 
太
田
裕
康
ー
対
馬
せ
つ
魚
、
渋
 

町
内曾
から
 か犯
に
は
和
支
所
勲
栽
知議
掘
議
禦
略
零

Jお
与

ー
ー
ー
 

.
l三
 三
‘
ー
一
T'
I三
 三
 
．
‘ョ
‘

1三
》〒
‘
ー
三
I●
ー
云
 
三
ー
 
ー
三
‘

ー
三
ー三
I●
ー
三
 ●
j三
よ
 

報
 

巌
 

市
 

原
 

所
 

五
 

5
 

り
臨
蹴
難”
J
 

去
る
四

一
ニ
 
一
 
二

瑠
（夢
 

月
十
大
日

願
篇
鵬
柳
‘
騒
麟
 
か
ら
十
日
 

3
 
，
鱒
瑚
 
間
東
京
消
 

1
 
で
開
か
れ
た
全
国
消
防
団
「
団

蝕
 

長
利
」
研
修
の
た
め
入
所
中
で

あ
つ
た
市
消
防
団
長
成
田
篤
弥

与
・底
欺
認
議

麗
元
気
で
帰
宅
し
 
 ま

し
た
、
成
田
団
長
は
研
修
生

の
代
表
と
し
て
研
修
中
の
一
切

の
指
揮
を
と
り
、
新
消
防
綜
合

戦
術
や
消
防
諸
行
政
を
習
得
し

ま
し
だ
が
そ
の
行
動
が
模
範
的

で
あ
る
と
し
て
国
家
消
防
本
部

長
よ
り
表
彰
状
と
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
、
 五
所
川
原
消
防
団
の

た
め
万
丈
の
気
を
は
き
ま
し
た
 

●

‘言
■
ユ
●
●事
●
．●
《奮
●
●
．
“
●
‘

●
‘●
，‘
,
 

西
巻
氏
に
見

舞
金
 

町
内
曾
か
ら
 

西
北
病
院
に
入
院
中
で
め
つ

た
五
所
川
原
署
西
巻
刑
事
は
キ

る
四
月
三
十
日
退
院
し
ま
し
た

が
、
市
内
一
一
十四
町
内
会
長
代

表
と
し
て
、
錦
町
小
野
柾
吉
、
 

旭
町
千
葉
千
代
吉
の
両
氏
が
、
 

去
る
一
一
十
一
日
外
崎
市長
、
仙

庭
市
議
会
議
長
と
共
に
西
巻
刑

事
を
見
舞
い
、
深
甚
な
見
舞
の

言
葉
と
共
に
、
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
見
舞
金
を
贈
り
ま
し
た

西
巻
氏
は
大
い
に
感
激
し
、
今

後
一
層
市
の
治
安
に
献
身
、
市

民
の
真
心
あ
る
同
情
に
応
へ
る
 

た
纏
鷺
熊
零
銘
舞
黙
鷺

蕪
」
」
」
「
「

落
鴬
喋
准
ッ
ェ
、白

 

る
四
月
三
十
日
退
院
し
ま
し
た
 
を
設
け
て
万
全
を
期
す
る
が
、
 
”
領
雀
婦
婦
彫
勺
”
”
朔
づ
 

成
田
か
美
い
藤
森
ス
ナ
、
高
橋

が
、
市
内
「
十
四
町
内
会
長
代
 
市
内
の
各
戸
に
「
防
犯
協
カ
の
 
二

側
」
三
ー
 
如
ー
 

実

H
滴
橋
ソ
ョ
、
秋
由
福
太
郎
 

譜
護
購
”
「
麟
婆編
させ
る
」
と
も
決
定
難

灘
祭
畿

観
難
争

鄭
 

庭
市
議
会
議
長
と
共
に
西
巻
刑
 

I
、ノ・
 
か
 

も
 
ー
片
岡
し

な
、
小
山
内
喜
代
大
 

事
を
見
舞
い
、
深
甚
な
見
舞
の
 

葛
西
和
美
『
伊
藤
司
子
、
島
村
 
郷
ー
済
醸
冶
一
払

仙
納
武
」
 

蕪

競
疑
”
「
緯7
一
 
一
選
鶏
瀦
警
劇

）
言
ッ？
野
亘

ー
間

器
鷲

「
「撃
（
罵
一
 
競
「
「

轍
蟻

慧
知
穆
翻
濃碑
齢
 

民
の
真
心
あ
る
同
情
に
応
へ
る
 
一
 
了

一
 

と
し
子
、
木
村
真
弓
、
荒
関
純
 
勝
ー
亀
山
ッ
ャ
、
中
谷
政
四
郎

つ
も
り
で
す
と
語
り
ま
し
た
。
 

フ
 り
ー
二
F

・
 
‘
ユ

？

,E

ノ
 
ニ
o
 

』
 

・
ー
一
 

 子
 
ー

工
藤
り
し
 

ー
‘
ユ
・
I
Iー
ー

i
昌
‘
 
罪
防
止

弁
論
大
会
の
五
所
川
原
 
鹿
内
之
子
、
鳴
海
強
、
成
田
と
 

◆
 
松
 
島

，

尭

I
し

j
変
‘
 

己

】ま
ン
」
」o
ま
」
」各
市
客
つ
 
一
戸
信
宕
、
木
村
律
子
、
小
野
 
谷
恭
】
ー
佐

A
木
シ
ヤ
 

表
と
し
て
、
錦
町
小
野
柾
吉
、
 
家
」
 の
標
識
を
揚
げ
、
防
犯
意
 
加
藤
卸
交
、
青
山
面
義
、
長
尾
 
ー
阿
部
い
止
 

ー
 

罪
防
止
弁
論
大
会
の
五
所
川
原

地
区
予
選
会
を
開
く
こ

と
を
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
各
部
落
の

防
犯
に
は
各
支
所
毎
に
支
所
長

分
団
長
を
4
1心
と
し
た
協
議
会

を
設
け
、
各
部
落
毎
に
連
絡
所

を
設
け
て
万
全
を
期
す
る
が
、
 

市
内
の
各
戸
に
「
防
犯
協
カ
の

家
」
 の
標
識
を
揚
げ
、
防
犯
意

識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
も
決
定

し
ま
し
た
。
 

成
田
団
長
は
二
の
旨
外
崎
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
が
、
外
崎
市

長
も
 五

十
才
を
過
ぎ
た
成
田
団

長
が
意
気
軒
昂
と
し
て
規
律

あ
る
研
修
会
に
出
席
し
然
も

全
国
の
代
表
と
し
て
感
謝
状

を
表
彰
状
を
受
け
た
こ
と
は
 

、
び
と
り
本
市
消
防
団

の
み
で

な
く
本
市
全
部
の
誇
り
で
あ

る
。
 

と
語
り
成
田
団
長
を
激
励
し
ま

し
た
。
 （

写真
ぱ
成
田
団
長
）
 

市
消
防
圏
の
誇
り
 

研
修
曾
か
ら

成
田
開
長
蹄
る
 

置三蓮 

1」
」
L
L
「
“
いわ
い

I
 
』
種
一
音
、

近
く
に
迫
つ
 

o
 栄
 

●
か
な
し
み
の
部
（

死
亡
）
 

礁
難
一
鶏難難
難
難
驚
麟鷲
 

五
所
競
贈”
務
浮
」縛
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灘
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来
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智
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緯

気
田

胃
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大
掃
除

査
察
 

市
で
は
五
月
十
大
日
か
ら
四
 

一
市
内

で
す
る
よ
5
に
勲
L
 

お
買
物
は
市

内
で
 

本
市
が
建
市
の
目
標
を
達
成
す
る
に
ば
、
 

先
づ
財
政
基
礎
の
確
立
が
必
要
で
す
、
そ

れ
に
は
市
民
全
体
を
裕
顧
に
し
な
け
れ
ば

な
b
ま
せ
ん
。
市
内
の
お
金
は
市
内
に
落

す
よ

5
に
、
お
買
物
な
ど

は
出
来
る
だ
け

市
内
で
す
る
よ
5
に
致
し
ま
し
よ
5
。
 

種
痘
の
御
知
ら
せ
 

新
農
山
漁
村

の
 

一
 

【
 

一
 

【
 

一
 

一
 

一
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虞
 

市
 

昭1
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年5月1
5
A
 

笠
 
r
n
'
 
n
i

厳
 
市
 
虞
 
犠
 
第

2
 

厳
 

餅
 

笠
 

~ 
（六月中）  I 

入
を
防
ぐこと
ー
 

具
体
的な
数
かは
大
月
の
市
 

以
上
の
う
ち
（
ホ
）
（
へ
）
の
場
合
 

公
報
そ
の
他
で
皆
様
へ
お
し
ら
 

は
費
用
も
か
、
る
事
で
す
が
蚊
 せ
致
し
ま
す
‘
 

や
蝿
や
お
ぶ
な
ど
が
家
畜
へ
与
 
「
蚊
や蝿
は
、
幼
虫
の
 

え
る
影
響
を
思
え
ば
必
ず
な
つ
 
う
ち
に
退
治
し
ま
し
よ
う
」
 

私
達
の
周
囲
か
ら
、
蚊
や
蝿

「
 

あ
ぶ
」
な
ど
を
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
た
ら
私
達
の
生
活
は
勿

論
、
馬
・
山
羊
・
豚
・
鶏
等
も

安
眠
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
わ
の
飼

育
者
に
必
ず
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
で
し
よ
う
 

で
は
ど
う
し
た
ら
こ
の
よ
う
な

住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
か
？
 

そ
れ
は
家
庭
の
周
囲
を
清
潔
に

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ
の
運
動

七
割
以
上
効
果
が
あ
が
り
加
え

て
薬
剤
を
撤
布
し
、
蚊
や
蝿
の

あ
ら
た
な
発
生
を
ふ
せ
ぐ
こ
と

で
成
功
す
る
の
で
あ
り
ま
す

市
民
の
皆
様
H
た
ゆ
ま
ず
汰
の

こ
と
が
ら
を
実
行
い
た
し
ま
し
 

、
‘
・
hノ
 

一
、
蚊
の
駆
除
 

（
イ
）
流
れ
な
い
水
た
ま
り
は

な
く
す
る
か
、
又
は
薬
剤
を

撤
布
す
る
 

（
ロ）
用
水
桶
等
に
は
蓋
を
し

毎
週

一
回
水
を
と
り
かえ
る

こ
と
 

（
ハ
）
池や
水
槽
に
は
魚
を
飼

う
と
よ
い
 

（
」
）側
溝
、
池
、
垣
根
等
の

附
近
に
生
え
る
雑
草
は
「
蚊」
 

の
す
み
か
で
あ
る
か
ら
刈
り

と
る
こ
と
 

う
に
し
て
下
さ
い
 

」
、
便
所
は
蝿
の
出
入
り
出

来
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

下
さ
い
 

三
、
家
の
周
り
の
雑
草
な
ど

は
刈
取
つ
て
下
さ
い
 

プ

ロ
ツ
ク
曾
議
 

新
農
山
漁
村
建
設
総
合
対
策
北

郡
プ

ロ
ツ
ク
協
議
会
が
、
 十
大

日
午
前
十
一
時
か
ら
市
議
会
議

事
堂
で
開
か
れ
、
農
林
省
が
示

す
対
策
要
綱
に
つ
い
て
い
ろ
い
 

A協
議
し
、
質
疑
応
答
が
重
ね

ら
れ
ま
し
た
、
出
席
者
は
市
町
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ま

す
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d
J
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ー
 

、
 

私
達
の

周
囲
を
清

潔
に
 

蚊
と

は
え

は
幼
虫

の
う
ち
に
 

f
 

J
 
f
 

・
 
く
・
 
、
 

《
 
・
 
で

は
市
教
育
委
員
会
D
奥
め
で
 
三
、
場
 
所
 

所
場
係
員
、
青
年
団
、
婦
人
団
 

住
民
登
録
に
つ
い
て
御
願
い
 

繕
誌

賜
溝

」
酔「
ゾ
議
病
院」
児科

 

”
難
麟
鯵

熱

五
月
十
五日
か
ら五
月
「
干一
日
ま
で
の
間
に
住民
 
十

mを
完
山
穿寂
影

樹
 
点

h
m・ー
ー
 
象
影

し
て
説
明
寡
葡
 

登
録
調
査
員
が
背
様
の
御
家
庭
を
訪
ね
、
家
族
の
異
動
 
木
に
取

り
つ
け
た
と
こ
ろ
、
早
 

呆

蔓

芙
」
邑
ひ
 
ま
し

た
、
こ
の
新
農
山
漁
村
建

状
況
を
調
査
致
し
ま
す
か
ら
、
何
分
の
御
協
カ
を
御
願
 
、
 
くも
野
鳥
の
産
卵
が
は
じ
ま
つ
 
ー
ニ

言
唾
ー

「
ー
ー
 
設
の
総

合
対
策
と
い
う
の
は

い
致
し
ま
す
。
な
お
調
査
後
に
於
て
も
次
ぎ
の
事
が
ら
 
て
い

る
と
の
事
で
す
、
学
校
の
 
ょ

し
子
に

遜

彰
 
最

山
漁
民
の
自
主
的
総
意
に

が
あ
h
ま
し
た
ら
十
四
日
以
内
に
市
役
所
の
戸
籍
住
民
 
一
 
附近
は
県
下
で
も
有
名
な
野
鳥
 

片
勺
目
・
央
可
糾
易
、E
三
七
 
基
く

適
地
適
産
を
培
調
と
し

登
録
係
ま
で
屈
出
て
下
さ
い
0
正
当
な
理
由
が
な
く
屈
 
の
棲
息

地
で
、
ウ
グ
イ
ユ
、
ホ
 ・コ
子
』
一
い
刻
“
打
ち
つ
主
舌
割
 
た

農
山
漁
村
の
振
興
に
つ
い

出
な
い
場
合
は
過
料
又
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
o
 

、
 
ト
ト
ギ
ス
、
力
ツ
コ
ウ
な
ど
十
 護

家
庭
の
‘
い
子
達
に
児
童
福
 
て

の
計
画
の
樹
立
と
事
業
の
 

（
調査
員
は
調
査
員
の
証
を
持
つ
て
い
ま
す
か
ら
御
注
 
一
 
数
種
も
棲ん
で
お
り
、
今
を
盛
 
上
シ
L
つ
曽
勿
と
レ
く
、
眠
斗
 
実

施
を
総
合
的
に
推
進
し
，
 

意
下
さ
い
）
 
、
 

り
と
美
声
コ
ン
ク
ー
ル
に
学
童
 

観
覧
券
を
発
行
す
る
事
に
な
り
 
農

林
漁
業
経
営
り
安
定
と
農

一
、
他
町
村
か
ら
五
所
川
原
市
へ
住
所
を
移
し
た
時
 
一
唾
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
が
学
 

十
日
午
前
市
の
福
祉
事
務
所
を
 
山

漁
民
の
唯
活
向
上
を
は
か

一
、
五
所
川
原
市
内
で
住
所
を
移
し
た
時
 
！
ョ

校
で
は
野
鳥
の
生
態
を
記
録
し
 
訪
h
こ
D
旨
を
云
え
士
し
ト
」
・
 
る
の
が
目
的
、
こ
れ
を
五
ケ

一
、
世
帯
主
が
変
冬

時
 

、
 
一
般に
紹
介
す
る
目
的
で
、
ス
 福
祉
事
務
所
で
は
大
い
に
感
激
 
年
計
画
で
進
め
よ
う
と
い
う
 

一
、
そ
の
他
世
帯
に
変
動
の
あ
つ
た
時
 

？
イ
ド
の
製
作
も
行
な
つ
て
い
 
し
、早
速
要
保
護
家
庭
に
伝
え
 
の

で
す
。
 

ニ
，

蜘
の

駆
除

、
 

日
間
五
所
川
原
地
区
の
大
掃
除
 

（
イ
）
台
所
か
ら
で
る
ご
み
嚇
央

施
状
況
を
査
察
し
ま
す
。
今
 

蓋
の
あ
る
箱
へ
捨
て
る
こ
と
 
年
は
蚊
と
蝿
の
絶
減
運
動
を
行
 

〔
ロ）
便
祈
D
吸
反
こ
よ
そ
h
 
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
次
ぎ
の
事
 

な
「
ふ
た
」
を
し
落
し
口
こ
 
が
らを
実
行
し
て
住
み
ょ
い
町

も
「
ふ
た
」
を
し
て
便
池
内
 
を
造
る
こ
と
に
協
力
し
ま
し
よ
 

を
暗
く
し
、
窓
に
は
金
網
を
 
う
。
 

I
？
一
・
 
一
、

下
水
を
よ
く
流
れ
る
よ
 

気
）
畜
舎
の
窓
に
は
金
網を
 
野

鳥
の
産
卵
始
る
 

鯵
転

知
）
驚

り
午
後
 

し
し
 

．
 

弘
そ
こ
と
 

（
ハ
）牛

・
馬
・
犬
猫
な
ど
の

糞
は
早
急
に
取
片
づ
け
る
こ
 

し
」
 

（
一）
鶏
小
屋
は
毎
日
掃
除
し

放
し
飼
い
を
し
な
い
こ
と
 

（
ホ
）
肥
料
だ
め
に
は
必
ず
完

全
な
「
ふ
た
」
を
し
、
堆
肥

は
蝿
が
出
入
り
し
な
い
よ
う

な
小
屋
を
つ
く
つ
て
積
む
こ
 

使
用
し
、
出
入
ロ
は
完
全
な
 
市
内
松
野
木
小
学
校
（
長
橋
）
 
四
時
ま
で
 

村
長
、
市
町
村
議
会
議
長
、
役
 

小
鳥

の
巣
箱

で
 
ニ
郵
 
五
鵬八
日
九
日
 

ま
し
た
o
  
ノ
 

次
ぎ
の
と
お
り
種
痘
を
行
い

ま
す
か
ら
該
当
者
は
御
注
意
下

さ
い
。
 

一
、
対
象
と
な
る
者
 

昭
和
三
十
年
十
ニ
月
末
日
ま

で
に
生
れ
た
末
種
痘
者
 

取
 
洋
 

一
か
 

先
号
広
報
の
市
辞
令
中
次
ぎ
一
一

の
ニ
名
は
事
務
処
理
上
の
手
違
一
』
 

い
に
つ
き
取
り
消
し
ま
す
。
 

一
一

保
健
婦
 
山
本
み
ね
 

ト
 

全
 
佐
藤
揚
子
 

唱
 

圏

水
 

稽
 

一
 

ー
、
 
灘
 
水
 

（
かけ
流
し
を
し
な
い
）
 

ィ
、
．植
傷
み
な
ど
に
よ
り
代
枯
れ
を
軽
く
す
る
た
め
活
着
ま
で
深
水
に
す
る
こ
・
と
 

ロ
、
分
け
つ
期
に
入
れ
ぱ
茎
稗
の
保
護
の
た
め
一
」
寸
の
比
較
的
浅
水
と
す
る
が
、
気
温
ー

ユ
 

が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
は
深
水
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
 
膿
 

Z
?
4
1，
」
】
 
1
1
土
ーメ
“

zc
7「‘
ー
》
Iレ
ョ
匡
》
．‘
．、
 
‘
 

叱
 

一
 
】
 

。
ノ」
 
用
 
履
 

”
 

・

イ
、
田
植
後
欠
株
や
植
偽
み
の
著
しい
株
を
補
植
す
る
と
と
 
膿
 

ロ
、
補
植
苗
は
異
品
種
を
混
植
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
 

」
 

'
1‘
 
ー
 
J
 

『
！
‘
 

ー
 

，
ー
 
ー
・
，
 

「
 

一
 

3
、
苗
 
代
 
跡
 
作
 

・
 
』
 

保
温
折
衷
苗
代
は
勿
論
、
通
し
苗
代
を
解
消
す
る
よ
う
に
耐
寒
性
の
強
程
品
種
を
跡
 
・
 

作
す
る
 

r
 

d
ー
 
、
牙
 
”
早
 

、・

イ
、
田
植
後
」
週
聞
月
頃
か
ら
始
め
、
 一
・
二
番
除
草
は
手
取
り
と
機
械
を
併
用
し
、
根
 
叫
 

ロ
、
畑製
麟
鷲

水
に
して
株
の
泥
を
落
す
こと
 
、
 

一
 

圏
り
 

ん
 
ご
 

」
 

ー
、
（
上
 旬
）
 
薬
難
の
撤
布
 

《
 

ィ
、
落
花
十
日
後
に
行
う
 

暗

ロ
、
薬
剤
は
有
機
り
ん
剤
が
用
百
一
一
十
倍
硫化
鉄
合
剤
（
石
灰
硫
黄
合
剤
八
勺
、
硫
酸
鉄
 
「
 

十
匁
、
水

一
斗
）
 

」
 

ー
 
ノ
ー
 

．
ノ
 
．
 
一

、
 

忙
 

n
I」
 
一
灰
二
ま
】
中
《
「
乙

g
生
 

】
 

イ
、
実
ク
サ
レ
、
株
ク
サ
レ
が
出
る
 

‘
 

ロ
 

『
一「
篇
蒜
緯
綴
薦

句
か
ら七
月
上旬
ま
で）
 

』
 

一
一
、リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ー
ー産
卵
が
多
く
な
る
 

《
 

？
一蒼
舞

心
驚
染
購
始
め）
 

一
 

（
中
 

旬
）
 
一
 

ィ
、
薬
剤
撤
布
は
袋
掛
前
に
行
い
無
袋
は
落
花
二
十
主
日
後
三
十
日
後
に
行
う
 

（
 

ロ
、
薬
剤
は
一
石
」
斗
式
‘
F

ウ
液

（
生石
灰
八
十
匁
、
硫
酸
鋼
十
匁
、
硫
酸
亜
鉛
十
 
？

匁
、
水

一
斗
）
無
袋落
花
三
十
日
後
は
批
酸
鉛
十
五
匁
加
用
一
石
ニ
斗
式
‘
ル
ド
ウ
 
《
 

液
 （
生
石灰
四
十
匁
）
硫
酸
銅
十
匁
、
硫
酸
亜
鉛
十
匁
、
水
一
斗
 

叫
 

（
下
 
旬
）
 

』
 

大
月
末
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
薬
剤
を
撤
布
す
る
 

叫

ィ
、
使
用
薬
剤
は
有
機
り
ん
剤
加
用
ゴ
十
匁
式
亜
鉛
石
灰
液

（
生石
灰
四
十
匁
、
硫
酸
亜
 
』
 

鉛
二
十
匁
、
水

一
斗
）
 
と
す
る
 

膿

ロ
、
病
虫
害
は
ナ
ン
ノ
ヒ
メ
ミ
ン
ク
イ
成
虫

（
第
ゴ回
）
が
出
始
め
、
こ
の
時
期
か
ら
果
 

じ

実
に
被
害
が
出
る
 

一
 

◇
 
モ
モ
ン
ン
ク
イ
ガ
の
産
卵
が
多
く
な
る
 

m
 

◇
 
ュ
モ
モ
ハ
マ
キ
解
化
最
盛
期
 

『
 

◇
 
ポ
ル
ド
・
ウ
液
、批
酸
鉛
の
薬
害
が
田
や
す
い
 

”
 

州
 
‘
 

 

, 
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